
 

 

 

 

 

北広島市総合計画（第 6次）2021推進

計画の作成に係るパブリックコメント 

結果について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年(2021年) 8月 

企画財政部 企画課 
 

 

 

 

 



 

1 意見募集期間  令和 3年 7月 21日（水）から 8月 2日（月）まで 

 

2 担 当 部 署  企画財政部 企画課 011-372-3311(内線 3609) 

 

3 意見提出者数  1人(意見提出件数  2件) 

 

 

 

 

意見 1 多様な性のあり方への理解促進事業について 

提

出

の

あ

っ

た

意  

見

全   

文 

市民への情報提供の仕方について意見と理由を申します。 

そもそも日本では、歴史的に性的趣向への寛容さが元々あります。 

歌舞伎の男性が女性役をこなしても、何ら問題の起きなかった事。自衛隊員に

Gが居ても何ら問題になった事がない事。(アメリカ調べ)江戸時代、いわゆるホ

モセクシャルがいた事で虐殺したり収容所へ入れたり世界で唯一男女差別も奴

隷社会も、LGBへの差別も無かった国、文化なのですね。そこを宣伝、情報のひ

とつとして提供して欲しいです。 

 日本人の寛容さは、自然に生まれたものを尊重、畏怖する心です。 

 先天的な性の趣向や自意識として遺伝子的な視点から LGBを語ると、生存戦略

の１つだという事も分かっています。(竹内久美子著書) 

 多様性を促進する事も必要かもしれませんが、総務省の広報での LGBT など、

少数派を傷つけないという方向性しか感じられません。それは、要するに多数派

の言論の自由を無くす事に繋がりますね。 

 元々、歴史的に LGBを差別弾圧した事がないのですね日本は。これは素晴らし

い事です。 

 ですので、歴史的にどうであったのかを情報として北広島市が紹介するメリッ

トは、北広島市として促進をしたいターゲットである多数派が納得感を持って理

解出来ること。日本人としてもアイデンティティを深められたり、子どもであれ

ば日本人としての在り方を確立していけるのです。今のままですと、個人的には

唐突に始まったとしか感じませんし(政治的な視点を外せば)、理解促進のための

情報提供したとしても人それぞれ受取り方が違うので、納得感がバラバラなので

はありませんか？老若男女の共通点「日本人としての意識」に語りかけていただ

きたいです。 

 情報の与え方で理解しようとする側の印象が全く違いますので、是非よろしく

お願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 1 多様な性のあり方への理解促進事業について 

市

の

考

え

方 

《市の考え方》 

 北広島市のＬＧＢＴを含む性的マイノリティに関する取組みにつきましては、セミ

ナー開催やパネル展により、市民への啓発を行ってきたところです。また、今年3月に

策定した【第3次男女共同参画プラン】では、基本方向と施策として《多様な性のあり

方への理解の促進》を位置付けております。 

本事業につきましては、新たにパンフレットによる啓発などの取組みにより性的マ

イノリティへの理解の促進を図るとともに、市民意識の把握を計画しております。 

ご提案をいただきました市民への情報提供の内容等につきましては、ＬＧＢＴ

の支援団体などの助言をいただきながら、参考にさせていただきたいと考えてお

ります。 



 

 

意見 2 多文化共生推進事業について 

提

出

の

あ

っ

た

意  

見

全   

文 

【質問】 

こちらの事業では、外国人の増加による各種課題とは具体的に何があります

か？ 

 

【意見と理由】 

 一般市民としては、昨今サイレントインベージョンなど本が売れている事から

も反日感情を持っている外国人に対しては大変危惧しております。外国人だから

と容易に反日感情を判断する事はできないと思いますが、外国人は日本人と全く

違うという事を強く認識した政策をとっていただきたいです。 

 例えば、日本語ができない外国人でも日本語を学ぶ意欲がある人と意欲がない

人(日本の制度や税金を食い物にするとしか考えていない人)へは、どれだけ支援

しても時間とお金と労力の無駄です。 

 そこを判断するために日本語検定能力を 2 年に 1 度試験通過しないと在住で

きない。日本人と結婚した外国人へも同じ試験を行う。など、国がやる必要があ

るのにやっていない事を北広島市として独自の条例を作っていただきたいです。

移民を(移民という言葉は使えないのかもしれませんが)入れてどうなったのか

は、幸いにもヨーロッパ諸国を参考に出来ます。 

 性善説では絶対にいけません。尖閣諸島へ連日船を出す国があれば、オリンピ

ックをボイコットすると言っているような国の方へは特に必要であります。 

 

 日本人としても、日本へ住みたいがために、日本語を学び、理解するという事

は文化を理解する事ですから、それだけ意欲がある外国人の方へは尊敬する心が

生まれ、国や市が目指す対等な立場へ自然になるのではないでしょうか。 

 

 私の意見は過激でもなんでもありません。行政には権力があるのですから是非

検討し条例を作っていただきたいです。 

 

 拙い文章での長文を読んでいただき、ありがとうございました。 

 明るい北広島市を一緒に作りましょう。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

回答 2 多文化共生推進事業について 

市

の

考

え

方 

《市の考え方》 

外国人の増加による各種課題につきましては、国や北海道の例によりますと、

日本語能力の向上や日本文化、地域の観光に対する理解の促進など外国人自身に

まつわる課題や労働条件、就労環境の適正化、住宅確保や生活支援への対応など

企業等における課題、そして、外国人が増えることに対する不安感の解消など地

域における課題などその種類は多岐にわたるとしております。 

本市に居住する外国人については、直近の 5年間で 2倍を超える人数に増えて

おり、約半数の方が労働されているものと把握しております。 

昨年、外国人を雇用する市内事業者を対象に実施したアンケートでは、「言語

によるコミュニケーション」や「文化や慣習の違いによる認識の相違」などが課

題となっており、今後、新型コロナウイルス感染症が収束した後には外国人の増

加が見込まれることから、このような課題に対する取組の検討が必要と考えてお

ります。 

今回いただきましたご意見を含め、市民の皆さまのご意見を参考にしつつ、将

来を見据え施策を検討していく必要があると認識しております。 

 


